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ビ ル マ の 壁 画 (Ⅳ)

コンノミ ウ /時代を中 心として-

入 野 徹*

WallPaintingsofBurmaintheKonbaungPeriod

ToruOHNO

FrescoespaintedintheKonbaungperioddifferinvariousaspectsfrom those

paintedintheNJau71g.γanperiod.Themainfeaturesofthelatterhavebeen

described in my previouspaperentitled "WallPaintingsofBurma in the

NyaungyanPeriod."FrescoesoftheKonbaung period havethefollowingfea-
tures:

(1)Thecontourofthefaceofboth sexesisoval,whilethroughoutthe

NyungJanperioditwaseitherplumpquadrangularorupside-downtriangular.
Theprotuberanceofonesideofmen'scheeks,whichwasaremarkablefeature

intheNJaungJanperiod,isnotfoundatallintheKonbaungperiod.

(2)Menofsuperiorpositionwearlongrobe-likegarmentsWithlongsleeves

insteadof theShort,closefrockswithshortsleevesresemblingaT･shirt,whicll

menintheNJaung.γanperiodworewithotltexception.Theyneverweartrousers

butlongloin･Cloths,called"pahso",thatreachtotheankle･Thehairisknotted
andtiedontheforehead.

(3)Outsidethepalacewomengenerallyweartheirhairinabunontilenape

oftheneck.Thoughtheircostumecloselyresemblesthatofwomen ofthe

NJaung.γanperiod,itmaybenotedthat.･llongshawlisthrownlooselyover
tlleShoulders,anda"htamein",askirtofere;ltlength,whichtrails11pO11the
floor,isworn.

(4)SoldierscarrymusketsbesidesswordsこIndspears.ForeigncilnllOneerSand

Llrtillerymenmayalsobefoundonthewallsofcertaintemples.

(5)Perspectiveisexpressedbytheupperandlowerportionsofwalls.Itcanbe

safelyassumedthatthemethodofpaintingscenes,especiallytrees,housesこInd

otheredifices,becameextremelyelaborate.

L コンパウン時代の壁画の特徴

コンパ ウソ時代 し1752-1885)は,ビルマ壁画史の上では最 も充実 した時代であ l),色彩的

にも技法的にも繊細華麗な作品が少な くない｡仏塔,寺院の内部または仏塔寺院に関連 した建

* 大阪外国語大学ビルマ語学科
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大野:じ′し一､.の軌か日T()

造物の中に描かれている園係で,画題はいずれも仏伝,本生縛と無縁ではあ り得ないが,人物

の容貌や身のこな し,衣裳 ,装飾など当時の風俗や人々の暮 らしが画の中に反映されている点

も興味をそそる｡ この当畔描かれた壁画 には年代不詳の作品 も少な くないが,年代が確定 して

いる作品 と比較する事によってその製作年代を推定す る事は可能である｡

ニヤウンヤソ時代とコソノミウソ時代 とを区別する画法 l二の主な特徴 としては,(1)描かれてい

る人物の容貌,lJLTi製が両馴:71で異なるo(2)後者は前片に較べて人物の身のこな しが しなやかで

あ り,衣装の表現にも繊細さが加わって迫矧 生を帯びている｡(3)前古では背景の樹木や山叫 II1-1

き万がきわめて形式的,類型的であるが,後者では写実的で自然の姿に近 くなっている｡(4)前

者ではまだ区別されていなかった遠近が,後者では壁面の上下によって表現される (例えば,

アーナンダ煉瓦寺院,ポ-カラー 寺院,チャウ トオヂ- 寺院など) ようになっている,などを

挙げる事ができる｡ 中でも人物の容貌 と服装 とは,L舶 )年代を判定する上できわめで重要な手

掛か りとなる｡

コソバ ウソ時代になると,当時の人 々の服装について非常に有力な手掛か りが他の面か らも

得 らjtる｡それは,この当時 ビルマ王室に派遣 された外国人使節のt需己,旅行記,見聞記の掛

に雷き残された数 々の挿絵である｡例えば1795年にインド総督に よってビルマ-派遣されたサ

イムズ,翌年派遣されたコックス,1855年に派遣されたユー′レなどは,その旅行期間中観察 し

た ビル-!の姿を丹念に 記録 しているol)これ らの 旅行記の中に撒かれている挿絵,なかんず く

人物画か ら当時のビルマ人の服装上の特徴を列挙 してみると次のようになる｡

(Ⅰ) ウノヂ- (元老), ウソダウ (元老補佐), ア トゥインウン (枢密官),サイェ- ドオヂ

- (書記官)など王宮内に勤務す る酎17:顕官連は,

1) 先端がいくらか後方に反 り気味になった "烏帽子"状の帽子 (ビルマ語名 BaungJ2)を

被るか,または先端を後頭部で兎の耳のように ピンと立てた (ビルマ語Yon-naywet)鉢 劉 犬

の布 (ビルて語名 Hpawt-lonbaung)を頭に巻くか していィ:)0

1ー)MichaelSymes(1795,180O.1803);Hiram Co又(1821,1825);lienryYule(1858).

2二)国王から甘 F-の御下賜品のひとつで,位階に応じて材質や装飾に違いがある｡ボードオパヤ十王の治
世 (_1781-1819)には,材質がビロ-ドと布の二魔で,花飾り(HmtrlW･bwint)の数が3個から12個,

三llj型 (または山型)飾り(Tamaywethtaung)の数は6個から12個あり,合計7億の Baungが知ら

れていた｡YiYi(1974)p.362,ニャウソヤソ時代末期およびコソバウソ時代初期の王室行事を記した

と言われる 『イソヨソ文IEITi:.A(ビルマ文)によると,当時のBaungは,王子の場合が金の花飾り9個か

ら7個付きでビロード製,元老 (Wungyi),枢密官 (Atwinwun)など臣下の場合には,国王に拝聞す
る際の宮殿内の位置 (Taw,Du,San主,Bawaw など五段階に分かれる)に応じて花飾り7個から3個

付きの綴字製となっていたoThiriUzana(1968)pp.87-8.なお,Taw以下の鮭 (NeyaNgathwe)

については,WundaukU Tin,p.19;ZeyilThinhkaya(1963)p.24;Judson(1953)p.581.コソ/ミ

ウソ時代でも後期のタ-ヤーワディ一重 (1838-46), ミソドン王などの頃になると,花飾りと三角飾

りとの数が一致するようになった｡1840A.D.1854A･D.などの下賜晶をみると,皇太子を含めて王子

の場合が飾り18,-:E孫15,元老12,枢密官9である｡Konbaungzet,V()1.ⅠⅠ,pp.599-601,Vol.ⅠⅠⅠ,
pP.176-184
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2) 耳集には, 針状の細長い耳飾 り3)を挿 し込んでいる｡ ニヤウノヤソ時代のようなラッパ

状 または円錐型あるいは扇型の大型耳飾 りは見 られない｡

3) 上は肩か ら下は腔全体を覆 うくらいの 長さのあるゆったりした 丹前状の広袖付 き上衣

(ビルマ語名 Wut-Ion)4)もしくは禍が 腰 までの 長 さしかない 筒袖付 きの上衣 (ビルマ語名

Htaing-mathein)を身につけている｡ ニヤウソヤソ時代に 普遍的であった半袖付 きの貫頭衣

しビルマ語名 Thindaing)はもはや見 られない｡

4) 肩か ら反対側の膜の下にかけて斜めに綬 (ビルマ語名Salwe)を懸けている｡綬ほ,組

(あるいは鎖)の本数や玉の数が身分位階に応 じて異なる5)｡

5) 上衣の下には白色の内衣 (下着)を着,下半身にはニヤウンヤソ時代同様 ロング ･スカ

ー ト状の長い下表 (Pahso)をはき,足には爪先が反 り返った靴 (Chinin)を履いている｡

(Ⅱ) 兵士達は,"陣笠''状の帽子 (ビルマ語名 Maukto)を被 り,内衣 (myin-to)は長袖.

上衣 (myin-she)は半袖で,腰帯を締めている｡ 下表は膝の上あた りまで捲 り上げ,股間を

通 して縮めつけている｡

(1Ⅱ)貴族の女性達は,

1) ニヤウソヤソ時代同様,環状の髪飾 りを通 して髪を頭の真上に高 く結い上げて (Yagin-

don)8),髪の先端を折 り曲げるか,頂上に丸断を作るか,後頭部で束ねるか (Nauktweton)

している｡

2) 内衣 (Yinzi)によって上半身,ことに胸元か ら腹部にかけての部分を締めつけている｡

3) ニヤウンヤソ時代とは異な り,袖 こそ膿 までの長さしかないが筒袖付 きの上衣 (Htaing-

3)国王からの下賜品のひとつで,BこIungの場合と同様,身分位階によって材質 (例えば,企,エメラルド

など),形状を輿にした｡コソバウソ時代には, 求-ドオパヤ-王の治世から末代のティーボオ王に至

るまで,王宮内で使用されていた耳飾りはMidwinと Kyet-yinの二億だけであった｡YiYi,p･328･

前者は管が中空,後者は閉塞している｡TilWSeinKo(1960)pp.243-4.前者にはさらに他の小飾り

を付ける事も可能であった｡なお,後者よりも前者のほうが高根である｡

4)やはり国三r:.からの下賜一弘のひとつで,王 J'･および元老,枢(,酢打など "TとIW"の座に列する高貴な身分の

者はビp-ド製,HDu"の塵に列する24人は更紗,"Sani"塵以下の72人はレース編みであった｡Wungyi
′nliriUzilna,pP.87-8

5)左側の肩から右膳Tへ斜めに吊すのがEr-:式な懸け)jである｡ 鎖の数は,次のように文献 (i)U Wun,

l).529,(ii)YiYi,pp.220-1,(iii)C;ldy,lJ.15,(iv)WuIIgyiThiriUzana,pp.87-8粁!互間で
異なる｡

1-q L:_ 皇太 (一 王 )I- -=E 族 元老,枢据官 Tawの軌

(i) 24 21 18 15 12

(ii) 24 21 1'q 'J

(iii) 24 1Li 12 !)
(jv) 7 1)
こうした違いは時代によるものかもしれない｡1854A.D･にミソドン土によって 卜賜されたSalweの

鎖の本数は,文献 (i)と同様,皇太 F21,王子18,王孫15,元老,枢密官12であった｡Konbaungzet,

Vol.ⅠⅠⅠ,pp.176-184.ところがニャウソヤソ時代 (ピェ-∴Zi,ミソイェーチョオティソJt,サネ-王
それぞれの治世)には,王族,衆族(臣)を問わず5本だけであった｡U Kala,Vol.ⅠⅠⅠ,pp･225,262,
280.

6)Yaginは,王妃,王女達が結った髪型である｡YiYi,p･406･
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大野 :ビルマの壁由 (トリ

mathein)を着ている｡ 下表 (Htamein)は足首より造かに長めで,歩 く時は床または地上を

引きずる｡

4) 両肩にかけ胸前で交差させるか,あるいは肩から液の下にかけて斜めに,ショール状の

長い布 (Sulyaまたは Tabetあるいは Pawa)を羽織っている｡

5) 男性の場合同様,針状をした細長い耳飾 りを耳菜に挿 し込み,爪先が反 り上がった靴を

履いている｡

上述のような風俗的特徴は,壁画の上からも確認できる｡この当時の壁画に描かれた人物の

容貌および服装上の特徴を列挙すると次のようになる｡

男女共顔の輪郭が縦の楕円形すなわち卵形 (俗に rp瓜実顔''とよばれる)顔 (例 :スーラ-

てこ,カソマチャウソ,シュエヤウソドオ寺院など)で,ニヤウソヤソ時代の壁画に見られる

男性の方形,女性の逆三角形とは対照的である｡ ことに,ニヤウソヤソ時代特有の片頬のふく

らみはコソバウソ時代には完全に消失している｡また鼻梁が措かれるようになり (例 :ウパー

リ戒壇),ニヤウソヤソ時代の丸鼻 (いわゆる `̀団子鼻'')は見られなくなる｡ 女性の髪型に

は,ニヤウソヤソ時代のような頂上-の結い上げ型(Yagindon)も依然としてみられる (例 :

ア-ナソダ煉瓦寺院,ミソガラ-シュ-寺院,シュエヤウソドオ虜など)が,王宮外または下

層社会ではいったん髪を後頭部-硫 りゆったりした大きな潜を襟首のあたりで結 う型 (ビルマ

語Nauktwe-don,例 :スーラ-てこ,ポーカラー,キンムン村のザッソソなど)が 主流とな

る｡ 女性の髪型は,パガン時代に55種T),タールソ王の頃 (1629-48)には37種,バヂ- ドオ

王の頃 (1781-1819)には7種知 られていた8)と言われているが,壁画に表われる髪型として

はニヤウンヤソ時代の中央直立型とコンパウソ時代の後腎とが最も代表的である｡ 一方男性
/

は,周囲に山型 (または三角型もしくは木の葉型)の飾 り (ビルマ語名 Tamaywet-thaung)

が幾つも付いた `̀烏帽子''状の帽子 (Baung,例 :ローカアウソミェ-, ミ-パウチ-,マミ

ンブ-など)のはかに,頂上に人差 し指 くらいの長さの突起物が付いた椀状 (正確には "椀を

逆さにした''形)の帽子 (ThanbayagunOkehtok)をもよく被って いる (例 :スーラ-マ

こ,カンマチャウン,アーナンダ煉瓦寺院など)｡ さらにコンパウソ時代も後期になると,鉢

巻状の布 (Hpawt-lonbaung)を締めている姿も よく見かけるようになる (例 :ポーカラー,

チャウトオヂ-,パレイなど)｡ 無帽の場合や鉢巻状の布を締めている場合には頭髪が見える

が,そのような場合男性は 前頭部すなわち額の上のあた りで暫 (Yaungdon)を結っている

(例 :ウパ-1)戒壇,ポーカラー,シュエタンティッ寺院など)｡ 服装の面では, ニヤウソヤ

ソ時代の男性に共通 してみられる半袖付きの貫頭衣 (Thindaing)が完全に姿を消し,代わヮ

て長袖の付いた前開き式 (日本の着物と同様に釦は付いていない)の上衣が優勢となる｡ この●●●●●●

7)U HpeMaungTin,(1947)pp.112-3;EncyclopediaBirmanica,Vol･4,1967,p･289･

8)U Wun,pt.5,p.831.
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上衣には3種類の存在が認められる｡すなわち裾の長短によって初が腰までしかない矩裾型上

衣 (Htaingmathein,例 :ミソガラ-シュエチャウン,jJンてチャウン,アーナンダ煉瓦寺院

など) と足までを覆 う長裾型 上衣 とに分かれ,さらに長裾の場合は袖 11の広狭によって広袖型

(Wut-ion,例 :i-パウチ-,一､,ミソブ-など) と筒袖型 (Thoyin,例 :スーラーてこ,ポ

ーカラー,チャウトオヂ-など) とに分かれる｡ 広袖型の場合は裸が長い｡次に兵上が装備し

ている武器であるが,ニヤウソヤン時代の兵士にみ られる槍,刀,弓,楯などのほかに,鉄砲

(例 :アーナンダ煉瓦寺院, ド-カアウソミェ-,′くレイなど),大砲 (例 :ボーカラー,シ

ュエヤウソドオ,シュエタンティッなど)が姿を現わ している｡ これ らの火器は,ニヤウソヤ

ソ時代の壁画には見 られないものであった｡

一 日にコンパウソ時代とは言っても, 前半期すなわち18世紀後期から19世紀前期 にかけて

と,後半期すなわち19世紀中期か ら後期にかけてとでは,風俗的にいくらかの違いが認められ

るので,本稿ではコンパウン時代を前期と後期とに分け,そのうちの前期について記述する事

にした い ｡

It コンパウン時代前期の壁画の所在地

1) ウパーリ戒壇 (UpaliThein)

ニヤウンウ-町からパガン-通 じる自動車道路の右横に建っている一階建ての小さな建造物

(寺院番号 2121/1416)で,ティ-p- ミソロ-寺院か ら見ると道路を隔てて北東の位置にあ

る｡ ウパーリという名称は,建物内部の壁画にあるウバ- 1)長老の名前に因んだものらしい｡

建物には東西南北に-箇所ずつ入口があ り,室内の西側に大きな降魔成道像が鎮座 している｡

壁画は,天井および四方の壁 面全体に描かれているが,南壁面だけは大半が剥落 している｡

鮮明なのは東西両壁面 と北壁の東半分とである｡ 壁面は上中 Fの3F離こ分かれ,各層の下には

ビル7語による説明文が記されている｡ それ に),))説明文によると,上層には過去28仏の成道像
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写真 1 ウパーリ戒壇中層の出家図

が, 中 層には乗罵,乗象姿の各仏の出家図

浴,そ Lで 卜層には釈尊の安屈せ 迎える図

が描かれている｡

中 層の出家図には当時の風俗が反映され.

ているようである｡ 顔は円顔で,眼がばっ

ち りと見開かれ,二重廠 (上廉が三本線で

強調されている)で,眉はほっそ りとして

いて長い｡ニヤウンヤソ時代の画とは異な

り眉毛 と眼との問隔は さほど離れていな

い｡またニヤウンヤン時代特有の頬のふ く



大野 :ビルマの壁 痢 (n)

しみも見 られない｡さらに,鼻梁がくっきりと撒かれていて,ニヤウソヤソ時代の "団子鼻''

ほ影を潜めている (写真 l)｡問は虐立型で前頭部で結われている｡ 耳飾 りは円形である. 服

装は上衣と下衣に分かれるが,上衣(Thoyin)は薄手の生地を使っているらしく裾がふわ りと

広がっている｡釦を使っている様子はみられない｡胸組もL/'Cいようである｡ 袖は長袖で,袖口

が手首まである｡ 下表はだぶだぶで,裾は長いが,袴とは異なり二股に分かれてはいない｡履

物は履かず素足である｡

ウパーリ戒壇の壁画は,従来ニヤウンヤン時代に属すると考えられてきた9)が,重文の中に

『小暦1156年に描いた』という記述が見つかった事からコンパウソ時代初期 (1794A.D.)の

作品である事が判明した｡なお,色彩的には赤と線の二色が中心で,赤は下地に,線色は衣服

や建物,樹木などに用いられている｡

2) スーラーマニ (Sulamani)寺院

パガンの東約1.6キロ,パガンからミソナントゥ-村へ向かう牛車道をやや北に入った地点

にある｡ パガンでも大型寺院のひとつ (寺院番号 748/364-ka)だが,壁画が残っているのは

南に画 した中央入口を入って右側すなわち商回廊の北壁 (内壁)だけである｡

壁面は上下六層に分かれ,最上層が28仏,その Fは安倍を迎える釈尊の姿,第3層は仏陀を

礼拝する弟子80人の姿,第 4層は托鉢に廻る出家の群像,第 5層は世俗社会の様相,第 6層す

なわち最下層は地獄図となっている｡ この内最もユニークなのは第5層で,そこには世俗社会

のE:1常生活が事細かに描き出され人々の眼を引きつける｡ 例えば,窓から外を眺めている女,

タバコをくゆらせている男,手を洗ったり皿を洗った りしている女,髪を硫いたり鏡を覗き込

んだ りしている女,機織 りや糸紡ぎをしている女,水壷を運んでいる女,洗濯 している女,梶

を捲っている女,楽士,踊っている女,曲芸師,それを見物 している群衆,裸身の男など,樵

様な姿態の人間群像がいきいきと描き出さ

右 てい るO

ここの壁画 も,ウパーリ戒壇の場合同様

ニヤウノヤン時代 の作品だと言われてき

た10)が,人物群像の容貌や服装,画法など

の特徴からコンパウン時代初期の作品だと

判断される｡ すなわち,(.1)人物の容貌が男

女を問わず卵塑すなわち瓜美顔である｡ こ

とに男性の場合,ニヤウンヤン時代に特有

の頻のふくらみがない.また鼻は高く,鼻 写実 2 スーラ～マニ寺院南回廊内壁第5層の人物図

9)ArchaeologicalDept･(1966),p.231
10)ibid.,p.23.

447



東南アシ′ア研究 14巻3号

梁がくっきりと描かれている｡(2)女性の髪型がニヤウソヤソ時代とは異なる｡ すなわち,いっ

たん髪を後のほう-捕り,襟首のあたりで束ねている｡(3)女性の下表は爪先まですっぱり獲っ

ていて露出部分が全くなく,膳は後に引きずるくらいに長い｡(4)男性は茄子の-た状すなわち

頭部全体を薄 く覆い中央部に突起の付いた逆さ椀型の帽子を被っている｡無帽の時には前頭部

で富を結っている｡(5)男性の上衣は袖口が手首まである筒状のぴっちりした長袖である｡ ニヤ

ウソヤソ時代に共通 してみられる半袖の貫頭衣を着た姿は全く見られないなどの非ニヤウソヤ

ソ的特徴があるからである｡

しかしまた一万では,(1)女性が胸元から腰までを覆 うぴっちりした袖なしの内衣を着用し,

ショール状の長い大きな肩掛け (Sulyaまたは Tabetあるいは Pawa)を羽織っている｡(2)

男女を問わず眼と眉との間隔が広い｡(3)長柄状の耳飾 りと並んで扇型の耳飾 りも使われている

などのニヤウソヤソ的特徴も部分的に残っているので, コソバウソ時代 でもかなり初期の段

階,ニヤウンヤソ時代に近い頃に描かれたと推測される｡

3) ミーパウチー (Mipaukkyi)寺院

ティp-カグル窟やp-カフマンギソ窟 と同様,サガイソ丘陵の一隅にある｡ ただし煉瓦造

り方形の建物であって窟ではない｡この寺院は,イソワ王朝のナラパティ王 (1443-69)の王

女ヤダナ-デーウィ-の乳母夫妻によって建立された11)と言われるミ-パウチ-仏塔の境内に

ある｡ ミ-パウチ-仏塔はアーナンダトクリヤ僧院の南隣 りにあり,長大な方形の塀で囲ま

れ,東西南の三万に煉瓦造 りの段々道が設けられている｡

壁画は,境内東側にある煉瓦造 りの方形の建物 (礼拝堂)の内部壁面に描かれている｡ 画題

は,地上に脆き両手に花を捧げ持って礼拝 している貴族の姿である｡ これは,ピソヤのシュユ

ズィ-ゴソ窟やパガンのヤダナ-ミソズー寺院の壁画にみられるように,ニヤウソヤン時代に

好んで描かれた構図のひとつである｡ 貴族の姿は左右の壁に3人ずつ,合計6人描かれてい

写真3 ミ-/くウチ-寺院の貴族の合掌礼拝図

IDR.D.A.S.B.(1962),p.ll.
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る｡ 残 りの壁面は漆喰が剥離 して煉瓦地が

露出しており,壁画は確認できない｡描か

れている貴族像は,ティp-カグルやp-

カフマンギソの人物像に較べて著 しく大き

く,等身大に近い｡顔の輪郭は卵型で,ニ

ャウンヤソ時代の男性像に共通する額のふ

くらみは全 く見られない｡眼は大きく,上

腕は二重で,眉は細く三日月型 をしてい

る｡ 盾と眼との間隔はかな り広い｡鼻はニ

ヤウソヤン時代のような "団子鼻''ではな
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く,すんなりした鼻梁が描かれている｡ 上半身にまとっているのは裾の長いゆった りした丹前

状の上衣 (Wut-Ion)で,下半身には足首まで覆 う末広が りのふわ りとした下表を着用 し,頭

には下部に山型 (または木の葉型)の飾 り (Tamaywet-htaung)が幾つも付いた烏帽子状の

帽子を被っている(写真 3)｡後頭部には耳覆い (Nagin)が付いているが,p-カフマンギン

窟の場合とは異な り形が大輪の菊の花弁状をしている｡ 環状の首飾 りおよび馬蹄形 (正確には

蹄鉄型)の胸章 (単玉付き)を胸に下げ,厳の下には複数の玉付 きの綬を吊している｡

こうした特徴は部分的にはティp-カグルやp-カフマンギンの人物像 と共通するものの,

ここの壁画が描かれたのは前二者 よりもかな り新 しくコンパウソ時代の初期だと考えられる｡

それは,顔の輪郭が卵型で頬のふ くらみを欠いているという事のはかに,上衣の袖がティp-

カグルのそれよりもかな り長めで肘の先まで達 していること,袖口が `̀振袖''のように大き

く開いている (従って 枚が 長い) こと (これは Wut-lonの特徴である｡ 同 じ長袖の上衣に

Thoyinや Htaingmatheinがあるが,広袖ではなく筒袖である点で区別される),ニヤウソ

ヤ ソ時代特有の扇型 (または円錐形)の大きな耳飾 りを耳菜にはめていないこと,上衣や下表

の嚢や折 り目,鮎などが細か く捕写されニヤウンヤソ時代の人物画に較べて画全体が著 しく写

実性に富んでいることなどの非ニヤウンヤソ的特徴による｡ なお色彩的には白が生地に用いら

れ,ティp-カグルの赤やp-カフ7ソギソの線とは対照的である｡

4二) シュエグータ- (Shwegutha)窟

アマラプーラ町のシュ-グーヂ- (パウソレ-)仏塔の南口を出て小道沿いに行 くとシュユ

ダ一夕-仏塔がある｡土地の人々の間では,｢中国人姉妹の仏塔｣(TayokNyi-AmaHpaya)

という名で知 られている｡ 仏塔には西側に向かって洞窟が二つあ り,入日左右の壁面にビルマ

語の墨文が記されている｡北側には9行ある｡ 南側の5行は その続 きである｡12)この墨文には

仏塔の建立者,建立の年などが記されてお り,その中に Shweguthaという名称が 見 られる

ので, この仏塔の 正式の 名称はシュ-グータ-であることが判る｡ また北壁墨文第 1行 目の

"Gandalaraj国にて出生 し''の記事か ら,建立者が中国生まれの女性であることが うかがえ

る｡ 仏塔建立の年は,北壁墨文の第7行 目の記述によると 『小暦1149年ダバ ウン月』すなわも

1787A.D.である｡

壁面は上下 3層に仕切 られてお り,各層の下にもビルマ語の説明文が記されている｡ その説

明文によると画題は本生讃,なかんず くて--ニパークで,第 538話唖鰹木生物語,第 542話

力ソダ--ラ司祭官本生物語,第 545話比豆梨賢者本生物語などが中心 となっている｡ 北壁墨

文の上層には両手に三角小旗 (alanまたは dagunあるいは kot-ka)を捧げ持ち合掌 した4

人の貴族の姿が描かれている (写真4)｡ ミ-パウチ-寺院の壁画と基本的には同一の構図で

ある｡ "烏帽子''の左右に付いている鶏冠状の大きな耳覆い(Nagin),前部が太 く後部が細 く

12)R.D.A.S.B.(1963),p.22.
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写真4 ツユユダ-メ-開北側嘩両の合掌礼拝図とビルマ語の説明文

なった耳飾 り,首の回 りの幅広い環型の首飾 り,半袖の上衣など,ティp-カグルやローカフ

マンギソの壁画 との間に共通 した面 ももっている｡ また左肩か ら右版下- と斜めに 吊した綬

(ただ し三宝付き)や手首にはめた環などは,ピソヤのシュユズィ-ゴソ厨 との間にも共通性

を示す｡ さらにまた環型の髪飾 りを通 して髪を頭上に結い上げた女性の姿や片手に丸楯,片手

に短槍をもち陣笠 (Mauk-to)を被った兵士の存在などは,ニヤウソヤソ時代の壁画とあま り

変わ りがない｡ しか し,[創生の頻のふ くらみが見られないこと,目付･鼻ではなく,掃梁が描か
れていること,袖は長袖,禍は腰までしかない短い上衣 (Htaingmathein)を着ていること,

銃を構えた り肩に担いだ りしている兵士が描かれていることなどの特徴は,ここの壁画がコン

ノミウソ時代の作品であることを証明 している｡

5) カンマチャウン (KanmaKyaung)窟

パガンの西北,タウンビー村にある小型の仏塔で,シュユ ダ-メ-同様,内部に額が設け ら

れ,その壁面に壁画が描かれている｡画の下に記されているビルて語の説明文にct,7Jと,迦枇

羅城内における悉達多太子の生活を描いたもので,各画の仕切 机二はウパー リ戒壇 と同 じ波状

の曲線が用いられている｡ 人物像の容貌や服装など画法上の特徴も,ウパー リ戒壇のそれ と同

質である｡男女共切れ長の明陣 (卜険を三本線で表わ している)で,鼻筋がとお り,眉 毛･は長

い｡耳には丸型の耳飾 りをはめている｡男性の上衣は薄い生地で作 られていて裾がふわ りと広

が り,襟なし,長袖である (写真 5)｡ 下表はやは り裾がふわ りとしてお り,昆全体をゆった

り覆っているo 王族は尖塔型の冠 (Tharahpu)を,貴族達はスーラ-てこの人物像同様中央に

突起の付いた逆さ椀型の帽子を,それぞれ被っている｡無帽の場合は裾を頭のやや前寄 りの位

450



大野 :ビルマの壁画 (Ⅳ)

隈で高々と結っている｡ 如生は花弁状の髪

飾りを通 して髪を高く結い上げ先端を後に

垂 らすか,髪全体を後に伸ばすか,襟首で

束ねるか している｡ 胸元 と腹部を覆うぴっ

ちりした内衣と,両肩,背中,腰を覆 うシ

ョール状の長い外衣,裾を引きずるくL､)い

に長 く大きいゆった l)した 卜衣とを身に着

けている｡ 建物はニヤウソヤン時代よりも

豪華さと精巧さを加えてきてお t),多層に

なった屋根以外に,壁や窓,軒先の飾 り,

屋 卜の尖塔などが細かく描かれている｡ 色

彩的には宥 (空色に近い)と朱の二色が中

心で,白,盟,茶色などが補完的に使われている｡

写真5 カンマチャウソ猫の迦維羅 城に
おける悉連多太子の姿

6) ミンガラーシュエチャウン (MingalaShweKyaung)

カンマチャウン同様タウンビ-村 にある｡ 仏塔自体は カソマチャウンよりもやや 大型であ

る｡ 壁画は仏塔下に設けられた蔚内の壁面に描かれている｡ 各層の下に記されているビルマ語

の説明文は壁面の摩滅損壊がひどいため完全には判読できないが,その中の一部は本生滞第

541話尼弥土木生物語である｡

人物像の描き方は,tl/パー-リ戒壇やカンマチャウソとまったく同じで, ミソガラ-シュ-チ

ャウソの壁画がこの両寺院のそれとほぼ同時代の作品であることを語っている｡ 中でも中央に

突起の付いた男性の逆さ椀型帽子,裾がふわ りと広 く袖口が手首まである長袖の上衣,だぶだ

ぶの下衣,髪飾 りを通 して頭上に高く結い上げ髪の先端を後に垂 らすか,襟首のところで大き

な解を結っている女性の髪,胸元を締めつけた内衣,両肩から曹中全体を覆 うショール状の長

写真6 ミソガラ-シュユチャウソ餌の壁画
とビルマ語の説明文

い布 (ス リャ-または夕べッ)等々 (写真

6)の特徴は,ウパーリ戒壇やカンマチャ

ウソのそれと全 くIF.膵fである｡また,窓か

ら外を眺める女,赤ん坊を抱 く女,鏡を覗

き見る女などの構図は,スーラ- てこ寺院

の壁画と共通 している｡建物の描き方もカ

ンマチャウン同様精轍 で, 多層の屋根,

壁,忠,出入り,鳩尾 (棟端の装飾),屋

上の尖塔,屋根瓦,板敷きのベランダ,辛

摺 り,階段などが描かれノている｡ 色彩的に
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は朱色が中心で,それに茶色,盟,空色 (薄青),緑色などが使われている｡

7) アーナンダ煉瓦寺院 (AnandaOkKyaung)

チャンスィツタ-王の建立で 名高いア-ナソダ寺院の北側に隣接 した煉瓦造 りの寺院であ

る｡ 北に面 した入口を入ると内部は回廊と内室とに分かれ,回廊の内外両壁面 と天井それに内

室の壁面に壁画が措かれている｡回廊壁面の画は人物群像,内室壁面の画は金超鳥や竜虎であ

る｡回廊壁面の画は上,中,下の三層に分かれ,下層は大半が剥落,中層は不鮮明,上層はき

わめて鮮明である｡ 各層の下にはビルマ語の説明文が記されている｡それによると画題は本生

讃,なかんずくて--ニパータからの抜粋場面で須弥陀行者や燃燈仏,焚興王などが描かれる

が,人物の服装や建物,乗物など背景は当時のビルマ社会,なかでも王宮内の生活を写したも

のと思われる｡画法上の最大の特徴は,遠近を上下に代替して表現 していることで,色彩的に

は青と朱の二色を中心に黒と白を配色した華麗なものである｡ 内室正面にはビルマ語の銘がは

め込まれており,この寺院が小暦1137年 (1775A.D.)に建立されはじめ1147年に完成 した旨

記されている｡いわばアーナンダ煉瓦寺院の壁画は,ウパーリ戒壇の壁画同様,18世紀後半を

代表する作品のひとつである｡

描かれている人物の容貌は男女共縦長の卵型で,特に女性の場合その傾向が強い｡眉毛は長

いが,位置が眼に対 してやや高い｡ 耳飾 りは小型でニヤウンヤソ時代の耳飾 りほど目立たな

い｡形も扇型または円錐形ではなく円形になっている｡ 女性の髪型は身分階層によって違 うら

しく,王宮内ではニヤウソヤソ時代に見られるような花塑髪飾 りを通 した高い髪が結われてい

るが,一般庶民の場合には髪全体をいったん後-硫って襟首のあた りで束ねるか,稲を結った

り束ねたりした後残った髪の先を背中に長 く垂らすかしている｡ 衣装の面ではニヤウソヤソ時

代とさほど変わ りがない｡基本は,胸元から膜全体を締めつける内衣と腰から下半身を足先ま

ですっぽ りと覆ってしまうゆったりした下表,両肩および背中を覆 うショール状の外衣の三種

である (写真7)｡なお,上半身裸の場合には下表を胸元まで引き上げて胸部を隠すような着

写真7 アーナンダ煉瓦寺院の男女群像図と
ビルマ語の説明文
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刀 (HtameinYinsha)をしている｡ 男性

は裾のところに縦袋が幾本もあり筒袖の付

いた上衣 (Thoyin)とだぶだぶのT衣を身

につけ,頭には中央に突起の付いた逆さ椀

型の帽子を被っている｡ 無帽の場合には,

頭髪を頂上で束ねている｡ こうした服装は

兵士の場合も同じだが,兵士は下表を膝の

あたりまで捲 り上げ股間を通して裾を後か

ら前に廻 して締め上げ活動し易いようにし

ている｡ 所持 している武器は槍または銃で
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ある｡ 司令官とおぼ しき人物は爪先が反 り上がった靴を陵いているが,兵上達は裸足である｡

建物は,宮殿の場合は屋根が三層ない しは射鄭こなっていて,棟や軒先に精巧な彫刻が施さ
れ,屋上には尖塔が高く隼えている｡ 一般の家屋は屋根が切妻式になってお り,板または瓦で

葺いてある｡ 尿は左右への両開き戸 (妻戸),窓は突 き上げ窓 (これはスーラ-マニ,カンマ

チャウン, ミソガラ-シュ-チャウソの場合 も同様｡外側上方に押 しロブた窓を二本のつっか

い棒で支える)である｡ 高床式の構造であるため家-の.L甘入りには階段が使われている ｡

8) ミンイェーパヤーダイ (Minyehpayadaik＼〕

チソドゥイン河の左岸.チャウソソソ郡ア ミン村にある煉瓦造 りの建物で,内部に豊かな壁画

を蔵するところか ら地元ではザ ヅソン(Zatson)ともよばれている｡壁両は壁面の剥落損傷がほ

とんどなく,色彩的にもきわめて鮮明である｡ 下地には赤が使われているが,主色は青と赤の

二色でそれに黒が加わる｡画 題は仏伝,本生縛の中 の ｢因縁物語](ニダ-ナ ･カタ一十で,不死

城(アマラヴァティー)の婆羅門の家に生まれた菩薩,泥土に身を投げLHして燃照仏を歩ませた

須弥陀行者の話や迦薬仏などが描かれている｡各層の下にほど′レて語で説明文が記されている｡

人物群像は男女共身体の所作がtなやかで,顔はふっくらと丸味を帯びてお り,眼はばっち

りと大 きく二重険が強調されている. 男性の服装は足元まで複 うゆったりLた 卜衣とラッノ当犬

の大きな耳飾 り,王の冠,頂上に突起のある貴族達の逆さ椀型帽子などが寸.心で,工の場合に

はティp-カグルや ピソヤのシュユズィ-ゴン霜の壁画にみられる馬蹄形 (tF:.確には蹄鉄型)

の大きな胸章を付けている｡ 女性は,胸元から腹部にかけてぴっちりと縮め一)ローた内衣 と下半

身か ら足元全体を覆い歩く時には裾を引きずるほど長いゆった ()Lた 卜衣,両肩か ら曹中を従

うショール状の外衣の三種を身につけている (写真8)｡髪型は,王妃の場合花型髪飾 りを通 し

て髪を高く結い上げている｡ 身分の上下.を問わず男性の場合と同 じラッぺ状の耳飾 りを耳栄に

はめ込んでいる｡こうした容貌 巨指よび装飾上の特徴は,ニヤウンヤン時代の他の壁画との間
に類似性を示すが,ここの壁画がコンパウント時代の作品 であるF的ま次のような理由によって明

らかである｡ すなわち男性の大半は 上半身

が裸で,稀にショール状の外衣 (Sulyaま

たは Tabetあるいは Pawa)をまとった

りほ しているが,､鞠 hの飾痕衣を117IT:･ている

勘ま一人もいない｡のみならず,禍が瞳ま

である前開きの筒袖付き上衣を弟ている人

さえいる｡ ニヤウンヤン時 代に普遍的であ

った `̀烏帽子''に代わって突起付きの逆さ

椀型帽子を被っている｡女官達はすべて髪

を構って後に垂らすか襟苔のところで群を

写真8 ミソイT_-パヤーダイのL rlL吊束,女官
の群像とビルマ文
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結っている｡ ここの画は,函全体の艶麗さという点では他に比類がない｡強いて言えば,ウパ

美的である｡ 遠近を上下で表現 している｡ なお,ここの壁画に措かれている家屋は高床式で,

壁は板壁,窓は開けた時につっかい棒で支える突き上げ窓方式である｡ 屋根は通常二層になっ

てお り,軒先や破風に装飾が施されている｡ 尖塔が屋上に重ねられていることもある0

91 ローカアウンミェー rLawkaAungmye､)窟

キン-ワ1有から11マイル離れたチャウソウ-郡キンムソ村の東北,てソダレ一 ･モソユ17

-間を結ぶ幹線道路を二百メー トル東に入った地点にある｡13)地元の人々からほエータンタイ

とよばれている｡壁画は,この仏塔のT部に設けられた小鰐の壁面に措かれている｡ 壁面は上

下五層に分けられ,各層の下にビルマ語で説明文が記されている｡ それによると画題はマ-一

二パ-タの中の第 541話尼弥工本生物語が中心で,南壁に尼弥玉木生話と第547話毘輸安唱僻

王子本生物語,北壁に第546話大隊道本生物語,東西壁には二羽の闘鶏と銃を担いだり大砲を

引いた りしている兵士の姿が描かれている｡上層は左右に弟子を従えた過去28仏の成遺図であ

る｡ これらの壁画が中筋1118年 ｢1756A.D.)に描かれたことも画の下に記されているビルマ

語の説明文によって明らかである｡

人物群像の･~恒こは顔の大きさが身体に対 して大きすぎ不自然な印象を与えるのもある｡ 全体

的にいって人物の描き方はコンパウソ時代の他の壁画ほど精微ではない｡女性の顔の輪郭はほ

ぼ逆三角形 (ニャウンヤン的),男性は卵型で,眼は共に切れ長で大きい｡二重強を強調する

ため眼と眉毛との閲 にもう一本線が加えてある｡ 女性の髪型はひっつめ髪式で,級-伸ばすか

襟首のところで束ねてあるものの,額や寮のほつれ毛までが描き出され現実感をただよわせて

いる｡男性の服装は長袖で前開きにな1)た上衣 (Thoyin)と足首まで覆 うゆった りした下表,

"烏帽子''または冠 (王の場合)とが中心である (写真 9)｡ 兵士の服装も基本的には同じだ

写真9 ロ-カアウソミェ-窟の嘩画

13)R.D.A.S.B.(19651,pl).22-3.
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が,下表を膝のあた りまで捲 くり上げて裾

を股間を通して締め上げていること,帽子

がターバン式あるいは端を後頭部で兎の耳

状に立てた鉢巻のいずれかであること,千

に銃や槍を携えていることなどが異なる｡

女性の服装は胸元を覆 う西表と裾が地面

を引きずるほどに長い下表とが中心で,_l二

半身にショール状の外衣を羽織っている人

は少ない｡そのため両肩と背中の上部とが

露出し,ややなまめかしい雰囲気をかもし



出 している｡耳飾 りは円形で小さく,ニヤ

ウノヤン時代の壁画ほどは目立たない｡遠

近は壁Ifriの上 卜で表わされている｡ 色彩的

には朱色が 主で,それに緑色 と黒 とが加わ

る｡

lot) ヨウソン (Yokson)寺院

キンムソ村の第二小学校の北側にある煉

瓦造 りの方形小寺院 (礼拝登)で,ザッソ

ソともよばれている｡ 内部の壁面は トド五

層に分け られ,釈尊の安居精進図が描かれ

ている｡ ここの人物像は,同 じ村内にある

p-カアウンミェ一端の壁画に較べて身体

のプロポーションが自然体に近い｡顔の輪

郭は男女共逆三角形で,眉 と服 との間隔が

大きい｡r)3性は長い筒袖付 きの上衣 とだぶ

だぶの ド衣とを身につけ,中央に突起の付

いた逆 さ椀型の帽子を被っている(写真10)0
写真10 ヨウソソ寺院 (キンムソ村)の壁画

女性は髭を頭上に高く結い上げるか後に伸

ば して束ね,両肩にはショ-ル状の布をまとっている｡ 下表は裾が地上を引きずるくらいに長

い ｡ 色彩的には朱が地色で,それに黒と自とが加わっている｡,

ll) シュエヤウン ドオ (ShweYaungdaw)窟

チャウ七一町の北方,スィンカ1ソ郡エーピャ村にある｡メッカヤー遺跡の近 くである｡ 壁

画は,カンマチャウソ,ミンガラ-シュ-チャウソ,p-カアウン ミェ-などと同様,仏塔の内

部に設け らメした膚の壁面に描かれている｡ シュ-ヤウソドオ仏塔は,/;ヂ- ドオ王(1819-38)

に仕えた舟艇官吏の手になると言われている14)が,内部の壁面には小暦 1160年 (.1798A.D.)

の墨文がある｡15)

画 題は,各層の 卜に記されているビルマ語の説明文によると,第538話唖鰹本生物語,第541

話尼弥王本生物語などの本生縛で,壁面に約40場面措かれている｡ ただ し所によっては壁面の

摩滅があ り,はっきりしないこともある｡ 人物の顔容は縦長の橘円形で,眼は大きいが険の二

重はさほど強調されていない｡男性は,宮廷に仕える高級官吏の場合は広袖の長い丹前状上衣

(Wut-1on)を着, 山型の飾 り (Tamaywet-htaung)がいくつも付いた "烏帽子"を被って

14)BurmaGazetteer,KyaukseDistrict.p.44.

15)ビルマ政府文化省考古局マソダレー分局主任研究官 U SeinMyilltAtlng談｡
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写真11 シュエヤウソドオ舘のテ-ミ王子と父君

母君および捕えられた盗賊達の画

いる (写真11)が,兵士達が被っているの

は陣笠である｡ 鉢巻を締めている者 も少な

くない｡下半身には,裾が足首まであるゆ

ったりした下表を,歩き易いように前部を

やや持ち上げたような格好ではいている｡

靴は履かず素足である｡

如生は大半が髪全体を後に伸ば している
浴,王宮内では花弁状の髪飾 りを通 して髪

を高く結いl二げ先端を丸めて環を作ってい

る者 (王族の子女)も見られる｡ 衣装は,

胸元か ら腰までを慶 う内衣をまとい, トト

身には足全体が隠れるくらいに良いゆった りした下表をつけ,肩か ら背中にかけてはショール
状の長い布 (TabetまたはSulya)を羽織っている｡ 男女共身体のプロポーションは均勢がと

れてお り,す らりとした形に描かれている｡また壁面の上下によって遠近が表示されている｡

人物像にくらべると,背景の描き方はあまり精微 とは言えない｡建物は集積的で,描かれて

いるのは屋根,柱,床など｡屋根は三層ないし四層の多重屋根だが,カソマチャウソ,ミソガ

ラーシュ-チャウンなどでみられる棟や 軒の装飾彫刻は認められない｡ 建物以外では,屋形

舟,蟻車,鐘楼 (時計台),城壁,柄物などがみられる｡屋形舟は木造で,屋上には板張 りの
展望台が取 り付け られている. 馬車はP購命で,箱型の囲いがあ り四本柱で屋根付きになってい

る｡ 鐘楼 (時計台)は四本柱,屋根付きの小さな木造建築物で,その中に時を知 らせるための

人型の両llli太鼓が吊 り下げられている｡ 屋根付きの木造屋形舟はカンマチャウンやポーカラー

チャウンにも描かれているが,ポーカラーでは紬先が竜頭になっている｡ 屋上に尖塔のある舟

はスーラ一､,ニ寺院でみ られる｡いずれも櫓は用いず僻で漕いでいる｡屋根付 きの馬車は,p

-カアウンミェ一,ヨウソン,ミンガラ-シュ-チャウソ,7-ナンダ煉瓦寺院などでも見 ら

れるが,前二者では四輪で四頭立て,後二者では二輪で二頭立てになっている｡ 太鼓を吊 り下

げた屋根付きの鐘楼 (畔計台)は,スーラ--,7二,7-ナンダ煉瓦寺院, ミンガラ-シュ-チ

ャウンなどで,煉瓦造 りの城壁はp-カアウソミェ-,ア-ナソダ煉瓦寺院,スーラ-てこ,

ミンガラーシュ-チャウン,て ミソブ-寺院,ポーカラー錆などでも,それぞれ見られる｡

12′) スィンフナカウン (HsinHnakaung)窟

キン- 1/7- 両か ら約11キロ北に離れたアロン村にある｡ この村はかつてボー ドオパヤー,メ

ヂ- トオ 両王にIJIえ第一次英緬戦争におけるビルマ王国軍総司令官 として1825年に戦死 したマ

--/ミンドゥラの領地であった｡16)現在ではボー ドオヂ一 ･ナッの社があ り,毎年 その祭礼で

16)EncyclopediaBirmallica,Vol.8,1)p.451-3.
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加 吊 Lている｡17)

スィソフナカウ-/の壁画は仏伝で,画の 卜に記さjLたビルて 語の説明文によると,浄飯 fi,

悉遁多太子,耶輸陀羅妃などの姿や焚天,帝釈天などの像が表わされている｡ 人物の容貌や姿

態はキンムン村のp-カアウンミェ一掃のそれに酷似 しており, 同時代の,あるいは同系統の

画家の手になるものと推測される｡ ア ミン村の ミノイェ-パヤーダイのような華麗さこそ欠い

ているものの,画全体が写実的で現実感をただよおせている｡顔の輪郭も卵型などではなく∴

頬骨∴鋤骨などによって凸凹があり,眼 と

眉との間隔,額の広さ,日,掃,=相互の

位EFf':なども自然の姿に近い｡女性の場合は

蜜のほつれ 毛までが丹念に 描かれて いる

(写真12)｡ 一般に,女性は髪を襟首のと

ころで束ね,襟元の開いた長袖の上衣を着

ている｡ 男性は山型飾 りが幾つも付いたい

わゆる "烏帽子"を被 り,上:半身には筒袖

付きの長い上衣 (Thoyin)を, 円1身には

だぶだぶの下表をまとっている｡八の字型

の口髭や山羊嚢を生やしていてどことなく

写真12 スイソフナカウソ猫の浄飯ニトと

悉連多太r･,耶輸陀羅妃の婁

世帯じみた感 じを受ける｡ 描かれている建物は豪華なものではない｡三層の瓦屋根あるいは尖

塔付きの屋根をもち,一階建てで,壁や窓なども描かれているO馬 車もみられるが,二頭立て

の尖塔屋根付き四輪馬車である｡色彩的には茶色が主 (下地に使用)千,それに黒と自とが配

色されている｡

13) マミンブー (MaMinbu)寺院

イラワジ河の酉岸 ミンブ-市の郊外にある｡ 同名の仏塔の境内にある煉瓦造 りの方形建造物

a)ひとつで,キソムン村のヨウソンやサガイソの ミ-パウチ-などと同様礼拝党である｡ 壁画

は内部の壁面に描かれているが,壁面は無数のかす り傷によってかなり痛んでいる｡ 人物の描

き方は,身のこな し,手の動きなどにしなやかさがみられ,ニヤウンヤン時代の両にあるよう

な不自然さや人工的な硬い姿態はまったく見 られない｡

男性像には,貴族 (あるいは王族) と兵士の二種が認められる｡前者は,先端が後に曲 り下

端に山型の飾 りが幾つも付いたいわゆる "烏帽子''を被 り,肩か ら腰全体を婁 う丹前状の上衣

(Wutlonの一種 と思われる｡ 袖｡ほ広袖で快が長い｡ただし手首までは逢 しておらず肘のや

や先までしかない)を着用 し,下半身には足先までを覆 うゆった りした下表をつけ,下腹部に

カンマチャウンの男性像のような長い帯を垂 らしている｡ 耳には花弁状の耳飾 りをつけ,これ

17)BurmaGazetteer,LowerChindwinDistrict,p.36.
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も花弁状のかなり人きな飾 り玉の付いた綬を 卜げている｡眼は親 し長でばっちりと大きく見開

かれ,細くて良い眉毛と高い鼻筋とが印象的である｡ 煩から'紬 こかけての線は流線形で,幾 ら

か女性的な趣を漂わせている｡ 兵士達は陣笠を被 り,筒袖の付いた上衣を着用 し,大きな円形

の楯あるいは上が波 型 になった方形の楯を携えている｡

写真13 マミソブー寺院の男女貴族図

女性は,環状の髪飾 りを通 して髪を頭上.

に高く結 い_ロブ髪の先端を後に垂らしてい

る｡リ用三の場合と同様,袖日の広い長袖の

丹前状上衣を着,下半身には裾を引きずる

ほど長いゆった りした下表をつけている｡

眼が大きく鼻筋が通っていて,男性よりも

幾らか顔の輪郭が楕円形に近い (写真13)｡

両 端が反 り上がった二層の屋根のある家屋

についてはあまり精巧な描き方はしていな

いが,樹木や岩石,山など自然の風景の抽

き方は実に見事で,南宗画をほうふつとさせるものがある｡ 色彩的には赤と昔の二色が中心だ

が,赤には朱色から茶色まで,青には濃青色から薄緑色までのノミリエーションがみられる｡ 各

層の下にはビルマ語の墨文が記されているが,ひどく摩損 していてほとんど判読できない｡

14) アーナンダ寺院近くの名称不詳寺院

ニヤウソウ-からパガンへと通 じる 自動車道路がパガンに到達する直前,すなわちサラバ

(タヤバ)門のやや東側の所からアーナンダ寺院へと通 じる小道が南のほうに延びている｡ そ

の小道の直ぐ西側に名称不詳の小寺院がある｡その内部にかなり鮮明な壁画があることが,文

化省考古局のパガン分局主任研究官ウ一 ･ボーケ- (UBoKay)によって明らかにされた｡

1976年初頭ビルマを訪れた京都在任の民俗美術研究家井上隆雄氏がウ一 ･ボーケ-の案内で撮

影してきたカラー写真12葉が,おそらくこの寺院の壁画に関する写真としてほわが国最初のも

のではないかと思われる｡

井上氏の好意で写真12葉を調べさせてもらった結果,次のようなことが判明した｡この寺院

の壁面は上下数層に分かれ,各層のTにはビルマ語の説明文が記されている｡ そjHこよると,

上層は袈裟を偏租右肩にまとい結蜘1扶坐 して左手を与願の印,右手を触地印に結んだ過去28

仏,中,下層は仏伝,なかんず く ｢因縁物語｣ である｡ 描かれている場面は,迦維羅城内の浄

飯王と悉達多太子,健渉の悲死,悉達多太子の落飾,鹿野苑での苦行,尼連禅河畔における須

閣多女の乳摩供養,王舎城内の頻婆沙羅王,王舎城へ托鉢に赴く釈尊,頻婆沙羅王の帰仏など

である｡

描かれている人物の容貌,衣装,髪型,装飾などの特徴から判断すると,ここの壁画がコン′
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大野 :ビルマの壁画 (N)

バウソ時代の作品であることは明白である｡ 男性は,(1)王の場合,大きな耳覆いの付いた冠,

馬蹄型の首飾 り,花型の大きな耳飾 りと手首の腕飾 り,長い筒袖付きのふんわ りした上衣 と足●●●●●● ●●

首まで達するゆったりした下表,(2)貴族の場合は,木の葉型の飾 り(Tamaywet-htaung)の

付いた "烏帽子'',両肩を覆 うショール状の大きな布,同心円状の耳飾 りと腕環,ゆった りし

た下表,(3)庶民の場合は,頂上に直立型に結い上げた腎,裸の上半身,腰のあた りまで裾から

げをした下表などを特徴とする (写真14)｡

-方,女性の場合は,花型飾 りを通 して頭

上に高く結い上げ先端を後に細長く垂 らし

た高貴な身分の者の髪型 (庶民は,嬰を後

に硫って襟首のところで束ね,さらにその

先端を丸めて環を作っている),円筒形の

長い耳飾 り,幅広の首飾 りと手首の腕環,

胸と腹を締めつけた内衣,両肩から背中全

体を覆 うショール状の布,ふんわ りした下

表 などを特徴とする (写真15)｡顔の輪郭

は男女とも楕円形で,眼がくりくりと大き

く,二重腺で眉が濃く,鼻筋がくっきり描

かれ,全体として整った顔立ちをしている｡

容貌的には,アミソ村の ミソイェ-パヤー

ダイの壁画に酷似 している｡

建物は,王宮の場合には瓦を葺いた多層

屋根,屋上の尖塔,棟端の装飾,突き上げ

式の窓 (開けた時,つっかい棒で支える),

板壁,床などが描かれ,一般の家屋は単層

屋根の平屋で.入口は左右-の押し開き戸,

床は高床式で階段を使って出入 りするよう

になっている｡ 樹木の描き方も写実的であ

る｡ 遠近は上下で表わされている｡ 色彩的

写真14 アーナソダ寺院近くの名称不詳寺院の

｢王舎城内の釈尊と頻婆沙羅王｣の壁
画 (井上隆雄氏撮影)

写真15 ア-ナソダ寺院近くの名称不詳寺院の

仁E舎城内の釈尊と頻婆沙羅王｣の壁
画 (井上隆雄氏撮形)

には青 と茶とが中心で,それに白と黒とが加えられている｡ 下地には朱色を使っていたようで

ある｡

15) そ の 他

コンパウソ時代前期の壁画には,以上のほかにモソユワ-郡キンユエ村のマ--ゼータウソ
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寺の北隣にあるローカフマンギソ仏塔の鍔などの存在が知られている｡ ビルマ語の墨文による

と,小暦1145年 (1783A.0.､)の作で,画題はマ-ーニノミ-タ中の第538話,第542話,第543話,

第544話,笥545話,/:j'1547請などだ18)とい う｡
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